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 論文内容の要旨
 第i章序論
現在の中国は急
 は深刻である。
中国のエネルギ
に占める7割が
焼によって放出
メリカを抜いて世界一になった。このまま経済
空間的制約のあ
係を有している
互関連性が綜合
ある。都市の空間依存関係の下で環境改善は都
環境改善のため
産要素の投入、
 価に及ぼす影響を分析することができれ
石炭の燃焼によ
く、酸性雨の原困
どのような環境
 を都市経済モデルに基づ
本論文の大きな
こと、および大
部門は非常に重
きな意味を持つ
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繋汚染の影響は
 明らかに異なる。また、環境政
 第2章既存研究のレビュー
第2章では、環
 されている。
第3章単一中老構造都市における環境政策と土地
第3章は単一
生と外延部で
ションによっ
住民の効用水
有するものとす
基本モデルはTak綾囎andSasaki(2001)では
大気汚染物質
量よりも少な
額を比較して
えることは(都
適な補助金水準の存在を明らかにした。これは重要な知見
同じパラメー
 が分かる。
いずれの補助
 配分を達成することが分かる。
 第4章非単一中名構造都市における環境政策と土地利用
第4章では非
立地し、汚染
部門によって
 交通費用も必要と仮定する。
工業部門の立
生を高めるが
せる。この設
には、オフィ
最適立地点へ
 されていない重要な結論である。
 通勤費用を考慮すると、コンパクトな
 一
第5章中国都市部における環境zo短資g立地政策と土地利
近年、中国の
 一7
は1990年から15
でH3の汚染排出
て立地規制政策
効果について考
に工業部門とオ
移転される。第
地させるゾーニ
都市圏)から離
の通勤費尾の増
慮した最適立地
圏から遠方に決め
 これは政策立案の視点から重要な知見である。
工業企業の集積
 きい程度)、工業企業の最適立地点は都市により近くなる。
工業企業の立地
 ぞれ減少することが分かる。
 いずれの環境税とオフィス企業
社会的最適を達
 時に実施しなければならないことが示される。
第6章中国都市部における環境政策の効果に関する実証分
第6章は中国の
空闘構造を表現
都レベルのプーリ
煤塵・粉塵除去
替的特定化に関
口の移動など検証
主要な結論は、
塵・粉塵除去に
よって自地域の
有意である、な
 きい。
また、補助金政
籍制度が実施しているの
 第7章本研究の問題点と今後の課題
第7章では、本論文の要約と主な結論、今後の
まず、本研究で
学分析を行った
外は、解が存在し
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次は、第4章で
事前に分けた。
第三は、本研究では一定の仮定の下で環境政策の分析を行う
(i)完全競争(
 川上、川下で企業の立地問題(5)環境
第四は、環境規制の政策についての分析は今後1つの課
要するに、環
 して有効であるかを分析する。
 第五は、環境政策についての分析はいくつかの課題がある。
(1)中国の都市
重要である。
 ある。
 第六は、実証分析の深化
(1)データの
 デ)レの設定)(4)企業立地の空聞的検定
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 論文審査結果の要旨
現在の中国は急
は深刻である。
かりではなく、
において、どの
を与えるかを、
 る。
第i章は序論であ
が受ける環境水
 す影響も考察していることを挙げている。
第2章では、環境
 されている。
第3章は単一中心
生と外延部で生
ションによって
に依存し、(都市
場合の市場均衡
は減少するが、
の厚生水準を低下
第4章では非単一
立地し、汚染を
や農地として利
的に小さくなり
部門の生産効率
空間構造を達成す
課税、および工
 はこれまでの研究では導出されていない重要な結論である。
第5章は環境政策
工業部門は住宅
境政策の効果を
染の住宅と農業
と工業部闘間の
ある。特に通勤
住民の厚生をか
 知見である。
第6章は中国の環
空問構造を表現
都レベルのプーリ
煤塵・粉塵除去
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替的特定化に
減少し、都市
(省)で排出さ
域で排出され
 負の効果を実証的に明らかにした貢献は大きい。
第7章では、本論文の要約と主な結論、今後
以上要するに
の市場均衡を
情報科学の発
 認める。
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